
00 2425 2016.9　広報 広報 　2016.9

　ぼくのお母さんは、お父さんといっしょにはたけの
しごとをしていて、ニンジンとはくさいととうもろこ
しをうえています。きくよう町や大づ町にうえていま
す。朝は八時半から、夕方はお母さんだけ四時までし
ごとをしています。なぜかというと、ぼくが学校から
帰ってくるからです。
　ぼくのお母さんは、たまにきんじょの人にやさいを
あげます。きんじょの人が「おいしい」と言ってくれ
るのがうれしいそうです。たねをうえて、芽が出て、
育ったな、と思ったときもうれしいそうです。お母さ
んは、はたけのしごとをしていてこまることがありま
す。それはやさいが虫に食べられたりせっかく育てた
のに鳥に食べられることだそうです。たいへんだった
ことは、さむくてもあつくても、おしごとをしなければ
いけないことだそうです。きつかったことは、おもい
ものをはこぶとき、こしがいたくなることだそうです。
　ぼくがすごいと思ったことは、虫とかがついてたら、
ぼくだったらやる気をなくすけど、お母さんは、いろ
んな人に食べてもらうためにがんばっていることです。

ぼくも、とうもろこしをうえたことがあるけど、いっ
ぱいうえないといけないので、きつかったです。それ
を毎日やっているお母さんはたいへんだと思いました。
　ぼくも、大人になったら、はたけのしごとをして、
やさいを作って、いろんな人に食べてもらいたいです。

（先生から）この後、お母さんから畑仕事の大変さや柊祐さ
んにこれから頑張ってほしいことを書いたお手
紙をもらいました。お母さんの柊祐さんへの思
いを大事に、これからも頑張ってほしいです。

おうちでいもうととえほんをよんだよ。
さいしょはわたしがよんであげて、いもうとがみてた
よ。
つぎはこうたいしていもうとがよんだよ。
ママがかってくれたえほんだよ。
ママもよんでくれるけど、ごはんのよういをしてたけ
ん、いつもほいくえんからかえったらいもうととよむ
んだよ。
よむのたのしいけん。
　
（先生から）絵本貸出日には「どれにしようかな」「これ、お

もしろそう」と喜んで絵本を選んでいる瑞姫さ
ん。きっと家に帰ってお母さんに読んでもらっ
たり、妹に読んであげたりすることを楽しみに
しているのでしょうね。
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クラスのみんなと元気いっぱい

大好きな絵本をたくさん読みたいな

「お母さんのしごと」

「えほんをよんであげたよ」
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　菊陽人りさーちの掲載を希望する人は氏名、年齢、住
所、連絡先（昼間）をお知らせください。掲載対象は、小
学生以上で菊陽町に住んでいる人です。掲載が決まりま
したら、ご連絡します。

■申し込み・問い合わせ
　〒869-1192　（住所不要）
　菊陽町役場総合政策課　☎（232）2112
　sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

募集中
！
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◦好きな教科　図工
◦特技　みんなとすぐ仲良くなれる
◦夢　保育園の先生
◦家族に伝えたいこと　
　いつも勉強教えてくれてありがとう

［菊陽のおすすめスポット］
　菊陽北小学校

◦特技　縄跳び
◦将来の夢
　インテリアコーディネーター
◦好きな教科　国語
◦家族に伝えたいこと　
　いつもご飯作ってくれてありがとう

［菊陽のおすすめスポット］
　ふれあいの森公園

髙
たか

木
き

　愛
あい

美
み

さん
（９歳・古閑原）

妹に「にんぎょひめ」の絵本を読んであげたよ

ゆたかな心をはぐくむ
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